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 2017 年 4 月 10 日 

報道関係各位 

中部学院大学短期大学部 

社会福祉学科 

 

3 つの高等学校と連携 

「清流長良川シンポジウム」開催のお知らせ 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
記 

 

【清流長良川シンポジウム】 

■ 日  時 2017（平成 29）年 4 月 15 日（土）14：30～16：00 
 

■ 場  所 せき・まちかど工房ギャラリー 〒501-3886 岐阜県関市本町 2 丁目 24 
電話 0575-46-9589 

 
■ 日  程 14：20 受付開始 
       14：30 開会 
       14：35 表彰状授与式・審査員講評 
       14：45 ショートムービー上映「長良川沿線周辺のくらし」 
       14：55 フォーラム「地域の文化資源を活かしたまちづくり」 
       15：45 閉会 
 

 

 

 

 

中部学院大学短期大学部社会福祉学科 美・デザインコースは、済美高等学校写真部、

関商工高等学校写真部、郡上高等学校と連携して、長良川鉄道の活性化を目指し、沿線

風景や沿線の人々の暮らしを写真に収め、写真展を開催してきました。このたび、その

活動で見えてきた長良川鉄道沿線上の地域の良さ、課題を学生の視点から発信するため、

シンポジウムを開催します。シンポジウムでは、撮りためた写真から作成したショート

ムービーの上映とフォーラムを行います。 
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■ 目 的 

  地域の交通手段である長良川鉄道にスポットをあて写真を撮ることで、沿線風景なら

びに沿線上の人々の暮らしに注目し、地域の良さ、課題をみつけ、課題解決に向けた活

動をするとともに地域の良さを発信することを目的とする。 

①本シンポジウムを通じて、人びとが日々暮らし、長い歴史のなかで生活と文化を紡い

できたまちの風景のなかに優れた文化資源や歴史を掘り起こし、その資源に光をあて

ることで、長良川に生活する人びとに輝いてもらいたい。 

②「岐阜には何もない」と嘆く前に、「岐阜には、ほかにはないこれがある」と胸を張れ

るまちの魅力を学生の視点で探りたい。 

③次世代を担う学生と市民が交流することで、まちで失われつつある人と人とのつなが

り、まちへの愛着が深まり、新たなまちの魅力を創造する。  

 

【写真展】 

■ 開催期間 2017（平成 29）年 4 月 11 日（火）～17 日（月） 

 

■ 場  所 せき・まちかど工房ギャラリー  

 

 

（参考） 

■ 本学の概要 

   大学院、大学 4 学部 5 学科、短期大学部 2 学科 1 専攻、通信教育部、留学生別科 
 
・大学院＝人間福祉学研究科修士課程、博士課程 
・大 学＝人間福祉学部人間福祉学科、同通信教育部 
     教育学部子ども教育学科 

看護リハビリテーション学部理学療法学科、同看護学科 
     経営学部経営学科（2017 年度募集停止） 
     スポーツ健康科学部（2017 年度開設） 
・短期大学部＝幼児教育学科、社会福祉学科、専攻科（福祉専攻） 

 
 

以上 
 
 
 
（本件に関するお問い合わせ先） 

中部学院大学短期大学部社会福祉学科 准教授 野村 敬子 

TEL:0575-46-7158（関キャンパス）Mail：chiiki@chubu-gu.ac.jp 


